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第
二
十
一
条
を
第
二
十
九
条
と
し
、
第
二
十
条
を
第
二
十
八
条
と
し
、
第
三
章
第
二
節
中
第
十
九
条
を
第
二
十
七

条
と
し
、
第
十
八
条
を
第
二
十
六
条
と
し
、
第
十
七
条
を
第
二
十
五
条
と
す
る
。

第
十
六
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、同
条
を
第
二
十
四
条
と
し
、同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
設
立
の
認
可
等
）」

を
付
す
る
。

第
十
五
条
中
「
又
は
」
を
「
、
廃
炉
又
は
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
三
条
と
し
、
第
三
章
第
一
節
中
第
十
四
条

を
第
二
十
二
条
と
し
、
第
十
三
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

第
十
二
条
中
「
使
用
済
燃
料
再
処
理
機
構
」
を
「
使
用
済
燃
料
再
処
理
・
廃
炉
推
進
機
構
」
に
改
め
、
同
条
を
第

二
十
条
と
し
、
第
十
一
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

第
十
条
中
「
使
用
済
燃
料
再
処
理
機
構
」
を
「
使
用
済
燃
料
再
処
理
・
廃
炉
推
進
機
構
」
に
、「
業
務
」
を
「
業
務

及
び
円
滑
か
つ
着
実
な
廃
炉
の
推
進
に
関
す
る
業
務
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

第
三
章
の
章
名
中
「
使
用
済
燃
料
再
処
理
機
構
」
を
「
使
用
済
燃
料
再
処
理
・
廃
炉
推
進
機
構
」
に
改
め
、
同
章

を
第
四
章
と
す
る
。

第
九
条
中
「
拠
出
金
」
を
「
再
処
理
等
拠
出
金
」
に
、「
第
七
条
第
一
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
、「
及
び
」
を

「
及
び
前
条
第
一
項
の
」
に
改
め
、
第
二
章
第
二
節
中
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
拠
出
金
」
を
「
再
処
理
等
拠
出
金
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
延
滞
金
」
を
「
前
項
の
延

滞
金
」
に
、「
拠
出
金
」
を
「
再
処
理
等
拠
出
金
」
に
改
め
、
第
二
章
第
一
節
中
同
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
七
条
の
見
出
し
を「（
再
処
理
等
拠
出
金
の
納
付
等
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
拠
出
金
」
を
「
再
処
理
等
拠

出
金
」
に
、「
第
四
条
第
二
項
」
を
「
第
五
条
第
二
項
」
に
、「
第
五
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
第
四
条
第
二
項
」
を
「
第
五
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
四
条
第
二
項
」
を
「
第
五

条
第
二
項
」
に
、「
拠
出
金
」
を
「
再
処
理
等
拠
出
金
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
拠
出
金
」
を
「
再

処
理
等
拠
出
金
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
拠
出
金
」
を
「
再
処
理
等
拠
出
金
」
に
、「
第
九
条
」
を
「
第
十
条
」

に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
拠
出
金
」
を
「
再
処
理
等
拠
出
金
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
拠
出
金
」
を
「
再
処
理
等
拠
出
金
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
拠
出
金
」
を
「
再
処
理
等

拠
出
金
」
に
、「
第
四
十
五
条
第
一
項
前
段
」
を
「
第
五
十
四
条
第
一
項
前
段
」
に
、「
第
九
条
」
を
「
第
十
条
」
に
改

め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
拠
出
金
」
を
「
再
処
理
等
拠
出
金
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
四
条
の
見
出
し
を「（
再
処
理
等
拠
出
金
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
四
十
一
条
各
号
」
を
「
第
四
十
九
条

第
一
号
及
び
第
二
号
」
に
、「
使
用
済
燃
料
再
処
理
機
構
」
を「
使
用
済
燃
料
再
処
理
・
廃
炉
推
進
機
構
」に
改
め
、「
こ

の
章
」
の
下
に
「
及
び
次
章
」
を
、「
の
業
務
」
の
下
に
「
並
び
に
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
機
構
の
業
務
」
を
加
え
、「
第

七
条
第
一
項
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
の
額
」
を「（
以
下
「
再
処
理
等
拠
出
金
」
と
い

う
。）の
額
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
機
構
の
業
務
」
を
「
再
処
理
等
業
務
」
に
改
め
、同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
二
章
の
章
名
及
び
同
章
第
一
節
の
節
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
章

再
処
理
等
拠
出
金
の
納
付
及
び
再
処
理
等
の
実
施

第
一
節

再
処
理
等
拠
出
金
の
納
付

第
二
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
三
章

廃
炉
拠
出
金
の
納
付
及
び
廃
炉
に
係
る
費
用
の
支
払

第
一
節

廃
炉
拠
出
金
の
納
付

（
廃
炉
拠
出
金
）

第
十
一
条

実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
等
は
、
廃
炉
推
進
業
務
（
第
四
十
九
条
第
三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ

る
機
構
の
業
務
及
び
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
機
構
の
業
務
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
必
要
な
費
用
に
充
て
る
た
め
、

各
年
度
、
一
の
機
構
に
対
し
、
拠
出
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
拠
出
金
（
以
下
「
廃
炉
拠
出
金
」
と
い
う
。）の
額
は
、
各
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
等
に
つ
き
、
廃

炉
拠
出
金
年
度
総
額
（
機
構
ご
と
に
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
等
か
ら
納
付
を
受
け
る
べ
き
廃
炉
拠
出
金
の

額
の
総
額
と
し
て
機
構
が
年
度
ご
と
に
運
営
委
員
会
の
議
決
を
経
て
定
め
る
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ
。）に
拠
出
金
率
（
機
構
ご
と
に
、
廃
炉
拠
出
金
年
度
総
額
に
対
す
る
各
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
等
が
納

付
す
べ
き
額
の
割
合
と
し
て
機
構
が
運
営
委
員
会
の
議
決
を
経
て
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
等
ご
と
に
定
め
る

割
合
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

３

廃
炉
拠
出
金
年
度
総
額
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
機
構
ご
と
に
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

各
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
等
の
実
用
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
廃
炉
の
長
期
的
な
見
通
し
及
び
当
該
廃
炉

の
実
施
の
状
況
に
照
ら
し
、
各
年
度
に
お
け
る
廃
炉
推
進
業
務
を
適
正
か
つ
確
実
に
実
施
す
る
た
め
に
十
分
な

も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

各
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
等
の
収
支
の
状
況
に
照
ら
し
、
電
気
の
安
定
供
給
そ
の
他
の
実
用
発
電
用
原

子
炉
の
運
転
に
係
る
事
業
の
円
滑
な
運
営
に
支
障
を
来
し
、
又
は
当
該
事
業
の
利
用
者
に
著
し
い
負
担
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

４

拠
出
金
率
は
、各
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
等
の
実
用
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
規
模
、

廃
炉
の
実
施
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
機
構
ご
と
に
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
定
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

機
構
は
、
廃
炉
拠
出
金
年
度
総
額
若
し
く
は
拠
出
金
率
を
定
め
、又
は
こ
れ
ら
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

経
済
産
業
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

機
構
は
、
前
項
の
認
可
を
受
け
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
認

可
に
係
る
廃
炉
拠
出
金
年
度
総
額
又
は
拠
出
金
率
を
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
等
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

７

機
構
は
、
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
二
十
七
条
の
二
十
九
の
二
第
六
項
（
同
条
第

七
項
及
び
同
法
第
二
十
七
条
の
二
十
九
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
次
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
廃
炉
拠
出
金
年
度
総
額
又
は
拠
出
金
率
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
と
認

め
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

経
済
産
業
大
臣
は
、
廃
炉
推
進
業
務
の
実
施
の
状
況
、
各
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
等
が
行
う
実
用
発
電
用

原
子
炉
の
運
転
に
係
る
事
業
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
機
構
に
対
し
、
廃
炉
拠

出
金
年
度
総
額
又
は
拠
出
金
率
の
変
更
を
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
機
構
の
名
称
等
の
届
出
）

第
十
二
条

実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
等
は
、
そ
の
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
等
と
な
っ
た
日
か
ら
十
五
日
以

内
に
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
廃
炉
拠
出
金
を
納
付
す
る
機
構

の
名
称
及
び
住
所
を
経
済
産
業
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
等
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
日
か

ら
十
五
日
以
内
に
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
経
済
産
業
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

そ
の
設
置
し
て
い
る
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
廃
止
し
た
と
き
。

二

そ
の
設
置
し
て
い
る
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
廃
炉
が
終
了
し
た
と
き
。

三

そ
の
設
置
し
て
い
る
実
用
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
（
原
子
炉
等
規
制
法
第
四
十
三
条
の

三
の
五
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
原
子
炉
等
規
制

法
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
と
き
。

四

そ
の
設
置
し
て
い
る
実
用
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
原
子
炉
等
規
制
法
第
六
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
解
除
が
行
わ
れ
た
と
き
。

３

経
済
産
業
大
臣
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
理
し
た
と
き
は
、
当
該
届
出
に
係
る
事
項
を
当
該
機
構

に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
変
更
）

第
十
三
条

実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
等
は
、
廃
炉
拠
出
金
を
納
付
す
る
機
構
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
等
は
、
そ
の
機
構
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
日
の

属
す
る
年
度
の
前
年
度
の
一
月
一
日
ま
で
に
、
そ
の
旨
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
理
由
そ
の
他
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。




		2023-06-06T14:46:40+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	国立印刷局より署名済み


	



